
○国際武道大学履修規則 

昭和59年４月１日 

制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、授業科目（以下「科目」という。）の履修に関し、国際武道大学学則（平成元

年５月30日制定。以下「学則」という。）に規定するもののほか、必要な事項について定めるもの

とする。 

（科目の履修） 

第２条 科目は、毎年度の始めに発表する授業時間割（以下「時間割」という。）に基づき履修する

ものとする。 

第３条 削除 

（科目の選択） 

第４条 当該年度に履修する科目は、時間割により選択履修することを原則とする。 

（優先履修） 

第５条 必修科目及び履修指導による科目は、当該年次において優先履修するものとする。 

（組編成） 

第６条 同一科目を学生数により組編成することがある。履修者はこの組編成の指示に従うものと

し、特別の事情がある場合を除き他の組での受講はできない。 

（受講人員の制限） 

第７条 科目のうち、教室の都合により受講人員の制限を行う場合がある。 

（履修の申請） 

第８条 履修する科目は、所定の様式により、指定された期間に履修申請をするものとする。この手

続がなされないときは、科目の履修及び単位の修得はできない。 

２ 履修申請をした科目は、許可なく変更できない。 

（履修登録単位数の上限） 

第８条の２ 一年間に履修登録できる単位数は46単位を上限とする。ただし、学則別表第１において

卒業要件単位に含めない教職科目は、この履修登録単位数の上限には算入しない。 

２ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生及び特別の事情がある学生においては、前項の規

定にかかわらず、学長は、上限を超えて登録を認める場合がある。 

（履修制限） 

第９条 次の事項については、履修申請はできない。 

(1) 同一時限に複数の科目を履修すること。 

(2) 同一の科目を同時に複数履修すること。 



(3) 既に単位を修得した科目と同一の科目を再び履修すること。 

(4) 在学年次より上位の学年に開講される科目を履修すること。 

第10条 削除 

（単位の修得と評価） 

第11条 学則第34条（単位）、第35条（試験）及び国際武道大学試験規則（昭和59年４月１日制定）

の定めるところにより単位が与えられる。 

（教職課程の履修） 

第12条 学則第31条及び第32条に定める教育職員免許状を取得しようとする者は、次表に掲げる単位

数を修得しなければならない。 
免許状の種類 必要単位数 

※括弧内は教育職員免許法に定める単位数 

基礎資格 

教科及び教職に関する科目 免許法施行規則第66条の6に定める科

目 教科及び教科

の指導法に関

する科目 

教育の基礎的

理解に関する科

目 

道徳、総合的な

学習の時間等

の指導法及び

生徒指導、教育

相談等に関する

科目 

教育実践に関

する科目 

大学が独自に

設定する科目 

中学校教諭一

種免許状 

42(28)単位 12(10)単位 12(10)単位 7(7)単位 4(4)単位 日本国憲法 2(2)単位 

体育 2(2)単位 

外国語コミュニケーション 2(2)単位 

情報機器の操作 2(2)単位 

学士の学位 

高等学校教諭

一種免許状 

38(24)単位 12(10)単位 10(8)単位 5(5)単位 12(12)単位 学士の学位 

（教職課程の科目） 

第13条 教科及び教科の指導法に関する科目は、別表第１の定めるとおりとする。 

２ 教育の基礎的理解に関する科目等は、別表第２の定めるとおりとする。 

３ 大学が独自に設定する科目は、別表第３の定めるとおりとする。 

４ 教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目は、別表第４の定めるとおりとする。 

（教職課程履修申請） 

第14条 教職課程の履修をしようとする者は、第１年次の始めに、所定の様式により教職課程履修申

請を行い、許可を得なければならない。 

（履修指導） 

第15条 細部の履修事項については、毎年度の始めにおいて指導を行う。履修者はこの指導にしたが

って履修しなければならない。 

 


